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イパーにて分光分析器(ユニソク社製， u S P -430B) に導光した。類洞内血液のヘモグロビン酸素
飽和度 (S O 2 ) を類洞内血液の酸素化の指標として用いた。 S O 2 は次式により求めた。
S O 2 二















急性エタノール投与により類洞径には変化は認められなかった (6.7 士 2.1→6.6 士1.8μm)。平均の血
流速度は投与後有意に増加した (144 =t 56.8→197 士72.9μm/sec) が，個々の類洞部位ではその血流速
度の増加度に大きな違いがあり(-1.2%---118%)，血流速度がほとんど変化しない部位も存在した。
類洞内血液の酸素化の指標となる S O 2の平均は門脈域39.4士 12.0%，中心静脈域24.4 =t 5.3%であっ
た。エタノール投与により門脈域の S O 2 は有意に増加し (33.9 =t 4.6→40.0 士 5.4%)全ての測定部位に
おいて上昇が認められた (2.5%---10.2%) が，中心静脈域の S O 2 の変化には有意差が認められず (28.7
士 6.3→33.7 士 6.1%) その変化は各測定部位により著しく異なっており (-2.7%---16.2%) ， S O 2 の減
少する部位が存在しエタノール代謝に伴う肝細胞の酸素消費の増大に対して肝小葉内の部位によって酸
素需給に不均衡が生じることが示唆された。
[総括]
肝小葉内の個々の類洞血行動態には大きな差異が存在し，門脈域は毛細血管系，中心静脈域は細静脈
系の微小循環の特徴を有していた。急性エタノール投与により類洞血流の多くは増加するがその増加度
は個々の類洞により異なり，中心静脈域においては類洞内血液の酸素化の低下する部位が認められた。
以上より，肝小葉内における微小循環動態の不均一性が明らかとなり，病変の発生に関与する可能性
が示唆された。
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論文の審査結果の要旨
本論文は肝類洞内血流速度測定と類洞内血液の酸素化の評価を行いうる III VIVO顕微鏡肝微小循環解
析システムを新しく開発し，ラット肝小葉内の門脈域と中心静脈域とにおける微小循環動態の特徴を述
べたものである。門脈域より中心静脈域にかけて類洞は合流しつつ，径および類洞内血流速度が大きく
なることより，前域は毛細血管系，後域は細静脈系の特徴を有することを明らかにした。また急d性エタ
ノール投与により類洞血流の多くは増加するがその増加度は個々の類洞により異なり，中心静脈域にお
いては類洞内血液の酸素化の低下する部位が認められることを明らかにした。
以上，本研究は肝小葉内における微小循環動態の不均一性を示し，病変の発生にこの不均一性が関与
することを示唆したものであり 学位に値するものと判断する。
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